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研究動機 

「公衆トイレや人の手入れが行われていない駅のトイレなどで、できるだ

けきれいなままで保つことはできないのか」ということをもとに今回は壁と

匂いの吸収率の関係に注目して研究しようと考えた。 

研究に使用したもの 

４５ Lの透明のごみ袋、ガムテープ、シャーレ、200 mlビーカー、メスシ

リンダー、空気入れ(198 ml/回)、ピンセット、マイクロピペット、ガラス棒、

接着剤、アクリル板（4㎝×4 ㎝）、硫化鉄、35 %塩酸、フェノールフタレ

イン溶液、1.0 mol/L水酸化ナトリウム水溶液、蒸留水 

対象物 

・タイル  ・チャフウォール  ・ガラス   ・桧    ・モルタル     

・珪藻土    ・発泡スチロール   ・壁紙 2種類 

実験方法 

準備 

➊対象物を 4㎝×4㎝に切断し、アクリル板に張り付ける。 

❷シャーレに硫化鉄※①0.25㎎以上をいれたものと、※➁対象物をゴ

ミ袋に入れ、できるだけ空気が入らないようにガムテープで袋の口をと

める。 

❸袋に穴をあけ空気入れで 150回分（約 29.7L）いれ、マイクロピペット

を使い塩酸 12㎕をシャーレの中に速やれた後、穴をガムテープでとじ

る。 

❹3日間同じ環境で放置する。 

※①今回の実験では硫化水素濃度を厚生労働省が不快臭と認定して

いる 5 ppmになるように塩酸の体積を 12㎕に設定すると、必要な硫化

鉄は 0.25㎎となったので、塩酸の量を確定することで発生量を調整し

た。 

※➁対照実験として、アクリル板、少量の接着剤をつけたアクリル板も

対象物として実験を行う。 

実験 

➊放置したものをドラフト内で取り出し、100 mlの蒸留水をいれた 200 

mlのビーカーに対象物を 5分間つける。 

❷対象物を取り出し、フェノールフタレイン溶液を一滴ずつ加えていく。 

❸水酸化ナトリウム水溶液をマイクロピペットで１ ㎕ずつ入れていき、

写真を撮って RGBを ibisPaintで測定し、色の変化がなくなるまで同じ

作業を繰り返す。➡結果１ 

・硫化水素の影響によって結果が変化したことを検証するために対照

実験を行った。 

【方法】４㎝×４㎝に対象物を切り取り、上記の実験➊～❸と同様にして

測定する。➡結果２ 

結果・考察・今後の展開 

【結果１】          【結果２】 

タイル・ガラス➡表面が滑らかなので付着した硫化水素が水に溶けだし

やすい。 

ヒノキ➡空洞が多い構造をしているので硫化水素を吸収しやすく、水が

浸透しやすいため硫化水素が溶け出しやすい。 

珪藻土・チャフウォール➡木と同じく空洞が多い構造だが、水が入り込

みにくく溶け出さなかったと考えられる。 

今後この研究における改善点は、誤差の多いメスシリンダーではなくメ

スピペットで水を量り、素材の厚さに誤差があるのでそれを合わし、実

験回数をふやしたいと考えている。また放出についても測定し総合的

に見てどの素材をつかえばトイレが臭くならないかを判断したいと思う。 
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